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フィールド２ 環境調和 

～地域に優しい、地球にやさしい暮らしの実現～ 

◎地球環境の保全 

 

 

（単）省エネ・新エネ設備導入支援事業（環境部 環境保全課）（新規） 

５，０００千円 

１ 事業目的 

     地球環境への負荷が少ない低酸素社会の実現と、地球温暖化の防止に寄与することを目的

に、自ら居住する住宅へ省エネ・新エネ設備を導入する市民に対し、設置費用の一部を補助

する。 

２ 事業年度 

     平成２６年度 

３ 事業概要 

     市内の住宅への省エネ・新エネ設備の設置に対し費用の一部を補助する。 

（１）補助対象者 

       市内に住所を有し、次の設備を設置する個人  

①太陽熱利用システム 

②太陽熱高度利用システム 

③家庭用燃料電池システム 

（２）補助金の額  

①太陽熱利用システム 

補助対象経費の実支出額の５分の１又は50,000円のいずれか低い金額 

       ②太陽熱高度利用システム 

補助対象経費の実支出額の５分の１又は100,000円のいずれか低い金額 

       ③家庭用燃料電池システム 

補助対象経費の実支出額の５分の１又は100,000円のいずれか低い金額 

（３）受付開始 平成２６年４月１日 

  ４ ２６年度の事業内容 

①太陽熱利用システム     補助予定件数50件  ２，５００千円 

      ②太陽熱高度利用システム   補助予定件数5件     ５００千円 

      ③家庭用燃料電池システム   補助予定件数20件  ２，０００千円 
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（単）太陽光発電推進事業（環境部 環境保全課） 

４３，２００千円（43,200千円） 

１ 事業目的 

     地球温暖化防止及び環境保全意識の高揚を図り、住宅用太陽光発電システムの普及を拡大

するため、太陽光発電システムの設置に対し補助を行う。 

２ 事業年度 

     平成２４年度～平成２７年度 

３ ２６年度の事業内容 

     国（Ｊ―ＰＥＣ）の補助を受けた住宅用太陽光発電システム設置者に太陽電池モジュール

の最大出力に３万円を乗じた金額（上限１２万円）を補助する。 

           補助金   43,200千円 

４ 財源内訳 

    （１）県 1/3   7,200千円（愛媛県住宅用太陽光発電導入促進支援事業費補助金） 

    （２）一財   36,000千円 

 

 

◎ごみ減量の推進 

 

（公）清掃センター施設整備事業（環境部 環境施設課） 

１８９，６６２千円（169,595千円） 

１ 事業目的 

     各種機械設備等について、定期点検整備工事や補修工事及び機能検査（法定・自主）を行

うことにより、設備の機能低下や故障を未然に防止し、適正かつ安定的なごみ処理を行う。 

     また、計画的な改良工事を実施することにより既存施設の有効利用や長寿命化を図る。 

２ 事業年度 

     平成２６年度 

３ 事業概要 

  ・清掃センター、リサイクルプラザの定期点検整備工事 

  ・平成２２年度の長寿命化計画、平成２５年度の循環型社会形成推進地域計画に基づき、清

掃センターの基幹設備を改良する。 

４ ２６年度の事業内容 

    ・清掃センター定期点検整備工事   １６５，９２４千円 

    ・リサイクル施設定期点検整備工事    ８，７３８千円 

    ・発注仕様書等策定業務委託料     １５，０００千円 

５ 財源内訳 

    （１）国  1/3   5,000千円 （循環型社会形成推進交付金） 

    （２）一財    184,662千円 
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（単）不法投棄対策事業（環境部 ごみ減量課）（新規） 

４，１１６千円 

１ 事業目的 

     不法投棄防止対策として、不法投棄が多発する地域（６か所）に監視カメラ（２台）及び

ダミーカメラ（４台）、警告看板を設置し、不法投棄の抑制を図る。また、投棄者が特定で

きない不法投棄物については速やかに撤去を行い、不法投棄をされない環境づくりを目指す。 

２ 事業年度 

     平成２６年度 

３ ２６年度の事業内容 

     監視カメラ設置工事（６台）３，９３２千円 

     ユニック車借上げ       １３２千円 

     警告看板等           ５２千円 

 

 

（施）バイオマス利活用構想策定費（環境部 ごみ減量課）（新規） 

８，９１０千円 

１ 事業目的 

     現在、新居浜市では下水処理場で公共下水道区域内から発生する汚泥を処理し、衛生セン

ターで浄化槽汚泥、汲み取りし尿を処理している。一方、衛生センターは、平成２年４月の

供用開始から２４年が経過し、設備等の老朽化が進み、し尿処理施設の長寿命化計画を策定

している状況である。 

そこで、新居浜市から発生する下水汚泥量などの将来予測を踏まえた上で、新居浜市下水

処理場へのし尿、浄化槽及び事業系生ごみの投入についての包括的な検討を委託する。 

２ 事業年度 

     平成２６年度 

３ ２６年度の事業内容 

     構想計画策定等委託料 ８，９１０千円 

     （１）基礎調査  

        対象施設の現地調査・資料収集及びその整理 

（２）し尿・浄化槽汚泥の下水処理場投入検討 

        検討条件の設定・投入方法の検討・必要施設の概略検討 

（３）生ごみの下水処理場への受け入れ検討 

        検討条件の設定・受入方法の検討・必要施設の概略検討 

（４）事業実施方針検討 

        概算事業費算出・施設整備方針まとめ 

（５）調査報告書の作成 
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（施）ごみ減量化推進費（環境部 ごみ減量課） 

２，３０９千円（4,062千円）  

１ 事業目的 

ごみの発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）によるごみの減量を図り、再資源化（リ

サイクル）を推進するため、生ごみや使用済み天ぷら油、衣類等の資源化、レジ袋削減等、

市民、事業者による取り組みを支援する。 

２ 事業年度 

  平成２６年度  

３ 事業概要 

（１）生ごみたい肥化に対する支援 

・生ごみ処理容器購入補助 

・生ごみのたい肥化講習及び段ボールコンポストの作成、配付 

（２）レジ袋削減に対する支援 

・マイバッグキャンペーン等で配布する啓発物の作成 

（３）使用済み天ぷら油、衣類については、有価物として売却し、天ぷら油はバイオディー

ゼル燃料へ、衣類は布系のリサイクル品、もしくはリユース衣料として再資源化する。 

４ ２６年度の事業内容 

・生ごみたい肥化に対する支援 １，８９４千円 

  電気式生ごみ処理機等補助       1,000千円 

生ごみたい肥化講習等           894千円 

・レジ袋削減に対する支援     ４１５千円 

５ 財源内訳 

    （１）繰入金   1,309千円 （環境保全基金） 

    （２）一財    1,000千円 
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◎下水道施設の整備 

（施）公共下水道事業特別会計繰出金（環境部 下水道管理課） 

１３２，１３３千円（134,048千円） 

※以下特別会計ベースの事業費 

◆管渠等建設事業費 ８５０，０００千円（736,000千円）（下水道建設課）  

１ 事業目的 

安全で快適な生活環境の創出に向け、下水道の整備を促進することにより、生活環境の改

善及び公共水域の水質保全を図ると共に、浸水被害の解消を図る。 

  ２ 事業年度 

     平成２３年度～平成２９年度 

  ３ ２６年度の事業内容 

    （１）工事費                  ７６５，０００千円 

     ・汚水幹線  A=5.22ha L=1,681m （329,000千円） 

        ・汚水促進  A=2.28ha L=  358m （ 30,000千円） 

         下郷汚水幹線、喜光地汚水枝線外 

           平成26年度末普及率目標 60.9% 

          ・雨水幹線 A= 2.37ha L=640m （404,000千円） 

          ・雨水促進  A= 0.01ha L=10m  （  2,000千円） 

          南小松原雨水幹線、江の口1号雨水幹線外 

    （２）委託料（実施設計委託）           ６１，０００千円 

    （３）事務費                   ２４，０００千円 

  ４ 財源内訳 

（１）国 50％   413,000千円（社会資本整備総合交付金・防災・安全交付金） 

（２）市債 90％  393,300千円［交付税算入率37％］ 

（３）受益者負担金  26,000千円 

（４）一財      17,700千円 

 

 

◆単独下水道事業費 ８６８，２６８千円（885,948千円）（下水道建設課）  

１ 事業目的 

雨水の排除と汚水の処理により、生活環境の改善及び公共水域の水質保全を図ると共に、

浸水被害の解消を図るため雨水・汚水の面整備を行う。 

  ２ 事業年度 

     平成２３年度～平成２９年度 

  ３ ２６年度の事業内容 

（１）工事費                 ５５１，９６８千円 

・汚水整備 A=20.05ha L=4,749m  （329,100千円） 

・雨水整備  A= 4.75ha L=1,417m  （218,600千円）  

・汚水桝(区域外)及び付帯施設整備等（  4,268千円）        

           平成26年度末普及率目標 60.9% 

    （２）補償費（新居浜市上水道移設等）       １５４，５００千円 

（３）委託料（実施設計委託、現場技術業務委託） １１３，２００千円             

（４）事務費                    ４８，６００千円 
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  ４ 財源内訳 

（１）市債 95％     820,800千円※市債対象事業費 864,000千円［交付税算入率37％］ 

（２）その他      2,000千円 受益者負担金等 

（３）一財            45,468千円 

 

◆管渠等改築事業 ５０，３００千円 (20,000千円）（下水道建設課）  

１ 事業目的 

重要な幹線等のうち、処理場に直結する川西・川東汚水幹線の耐震化を図るため、調査設

計を実施する。 

また、老朽化する管渠施設等を計画的に改築更新できるように、施設のデータベース化を

実施する。 

  ２ 事業年度 

     平成２３年度～平成２９年度 

  ３ ２６年度の事業内容 

（１）委託料                 ５０，３００千円             

     耐震化調査設計  L=1,710m （40,000千円） 川西、川東汚水幹線 

        データベース構築 L=15km   （10,300千円） 

  ４ 財源内訳 

（１）国 50％       25,150千円（防災・安全交付金） 

（２）市債 90%     11,200千円※市債対象事業費 12,500千円［交付税算入率 37％］ 

（３）一財            13,950千円 

 

  ◆終末処理場改築事業 ３７５，５００千円（366,500千円）（下水道管理課 下水処理場） 

  １ 事業目的 

下水処理場は、昭和５５年の供用開始後３５年目を迎え、当初からの運転で老朽化し耐用

年数を超えた施設の機能回復を図るため、これらの現有設備を計画的に改築更新する。平成

２６年度は、昨年度に着手した高圧受変電設備に引き続き、新たに平成２６、２７年度の２

か年の継続事業として電気計装設備の改築工事を実施する。 

   ２ 事業年度 

      平成２４年度～平成２９年度 

   ３ ２６年度の事業内容 

     （１）委託料（下水道事業団委託）     ３７２，０００千円 

            ・高圧受変電設備   （302,000千円） 

        電気設備工事         [H25～26年度継続事業] 

      ・電気計装設備    （ 64,000千円） 

電気設備工事                [H26～27年度継続事業]     

            ・改築実施設計     （ 6,000千円） 

        汚水ポンプ設備等 

     （２）事務費                 ３，５００千円 

   ４ 財源内訳 

    （１）国 50％、 55％   200,800千円（防災・安全交付金） 

（２）市債 90％     157,100千円［交付税算入率37％］ 

（３）一財               17,600千円 
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（単）一般下水路整備事業（環境部 下水道建設課） 

１２０，０００千円（90,000千円） 

１ 事業目的 

安全で快適な生活環境の創出に向け、排水路の整備を促進することにより、生活環境の改

善及び水質保全を図るとともに浸水被害の解消を図る。 

  ２ 事業年度 

     平成２６年度        

  ３ ２６年度の事業内容 

    （１）工事請負費                   ７０，０００千円 

船木排水路改良工事外１３件L=1,000 m        

    （２）委託料                    １７，５００千円 

船木道面排水路測量設計業務委託外、清掃等委託料                          

    （３）補償費                             １１，０００千円 

（４）施設修繕料   水路、ﾏﾝﾎｰﾙ等の修繕         １８，０００千円 

（５）事務費                             ３，５００千円 

 


